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図
書
館
整
備
に
つ

い
て
新
築
に
限
ら

ず
、
既
存
建
物
を
改
修
し

整
備
し
て
い
く
こ
と
も
可

能
性
の
一
つ
と
し
、
市
の

教
育
文
化
、
魅
力
づ
く
り

の
観
点
か
ら
も
、
早
急
の

整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
方
針
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

平
成
29
年
第
３
回

市
議
会
で
、
図
書
館
建
設

に
関
す
る
請
願
書
が
提
出
、

委
員
会
に
て
趣
旨
採
択
が

な
さ
れ
、
市
民
の
声
を
取

り
入
れ
な
が
ら
進
め
る
こ

と
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
建
設
の

た
め
の
組
織
立
ち
上
げ
の

学
習
機
能
付
き
公
共

図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て

飯島洋省 議員

林　悦子 議員

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

新
年
度
に
最
初
の
会
議

を
開
催
し
、
早
期
に
事
業

を
進
め
る
考
え
で
す
。
半

年
か
ら
１
年
で
内
容
を
検

討
し
、
１
年
か
け
て
具
体

的
な
設
計
、
合
併
特
例
債

事
業
が
終
わ
る
令
和
７
年

ま
で
に
完
成
さ
せ
る
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
に
よ
り
、

３
人
以
上
の
子
供
の
家
庭

は
、
第
３
子
以
降
、
２
号

保
育
児
に
限
り
、
副
食
費

の
負
担
が
増
え
る
逆
転
現

象
が
お
き
て
い
る
。
少
し

で
も
負
担
を
軽
く
で
き
な

い
か
。
公
平
性
の
観
点
か

ら
１
・
２
号
含
め
て
の
補

助
の
選
択
肢
も
あ
る
が
い

か
が
か
。

保
健
福
祉
部
長

市
で
は
利
用
者
負

担
額
軽
減
化
補
助
事
業
で
、

18
歳
未
満
の
子
供
が
３
人

い
る
家
庭
の
第
３
子
へ
の

補
助
が
あ
り
、
そ
の
中
の

2
号
認
定
児
の
副
食
費
が

今
回
の
無
償
化
で
実
費
徴

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
副
食
費
は
保
護
者

に
て
負
担
す
る
も
の
と
位

置
づ
け
、
１
号
認
定
児
と

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

補
助
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

１
・
２
号
含
め
て
の
補

助
に
つ
い
て
も
、
低
所
得

者
世
帯
の
児
童
に
は
副
食

費
を
免
除
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
難
し
い
が
、
学
校

給
食
費
の
第
３
子
へ
の
無

償
化
も
始
ま
る
こ
と
か
ら

周
辺
の
動
向
を
注
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
桜
川
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

と
県
西
病
院
時
と
の
支
出

減
額
比
較
、
医
療
機
器
購

入
負
担
等
に
つ
い
て

・
桜
川
筑
西
IC
周
辺
開
発
・

住
宅
造
成
の
市
の
財
政
負

担
リ
ス
ク
と
具
体
的
整
備

手
法
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て

市
の
権
限
は
限
ら

れ
る
が
、
市
民
の

健
康
と
生
活
を
守
る
為
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

国
の
小
・
中
・
高

休
校
要
請
の
翌
2
月
27
日
、

『
市
対
策
本
部
』
を
設
置
。

県
、
医
療
機
関
等
と
連
携

し
、
感
染
防
止
に
速
や
か

に
対
応
で
き
る
よ
う
体
制

整
備
し
ま
し
た
。
学
校
等

で
は
、
保
健
指
導
を
強
化
。

特
に
う
が
い
・
手
洗
い
の

励
行
、
身
体
や
衣
服
の
清

潔
に
努
め
ま
す
。
保
育
施

設
も
同
様
で
す
。

　

ま
た
、
広
範
に
動
く

若
い
世
代
は
、
ウ
ィ
ル
ス

の
運
搬
者
に
な
り
え
ま
す
。

当
市
は
、
三
世
代
同
居
が

比
較
的
多
く
、
ま
た
首
都

圏
の
つ
く
ば
市
に
隣
接
す

る
な
ど
、
諸
条
件
に
鑑
み
、

対
応
し
ま
す
。

（
3
月
4
日
の
答
弁
で
す
）

子
宮
頸
癌
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
は
、

年
間
1
万
人
も
の

若
い
女
性
の
生
命
、
子
宮

を
奪
う
『
う
つ
る
癌
』
で
、

『
マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
』
と
も

よ
ば
れ
て
い
る
。

　

原
因
は
、
男
性
が
保

菌
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
ィ
ル
ス
（
H
Ｐ
Ｖ
）
が
、

性
行
為
に
よ
り
伝
染
。
10

年
程
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

ま
れ
に
癌
を
発
症
す
る
。

　

こ
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

効
果
の
あ
る
『
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
』
は
、
全
額
公
費

助
成
と
な
っ
て
い
る
。
市

は
、
対
象
者
・
保
護
者
に

こ
の
こ
と
を
周
知
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長

子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
小
6
か

ら
高
1
女
子
を
対
象
と
し
、

一
回
１
６
，
５
０
０
円
×

3
回
分
、
全
額
公
費
助
成

で
す
。

　

国
は
こ
れ
ま
で
、
積
極

的
勧
奨
を
控
え
て
お
り

ま
し
た
。
が
、
本
年
１
月
、

日
本
産
婦
人
科
学
会
の

要
望
書
を
受
け
、
審
議
会

に
お
い
て
、
対
象
者
・
保

護
者
に
情
報
提
供
す
る
旨
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
真
壁

医
師
会
か
ら
は
、
本
年
2

月
14
日
付
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
再
開
の
要
望
書
が
、

桜
川
市
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
は
本
年
度
、
婦
人
科

が
ん
健
診
の
重
要
性
を
含

め
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
本
人
及
び

保
護
者
へ
の
通
知
を
、
徹

底
す
る
方
針
で
す
。

ウィルス感染
症への対策、
対応について

平
成
27
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
定

住
促
進
助
成
金
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い

て
伺
う
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
本
制
度
を
拡

充
し
、
助
成
対
象
の
拡
大

(

市
外
か
ら
の
移
住
者
だ

け
で
な
く
、
市
内
で
の
住

み
替
え
に
つ
い
て
も
対
象

に
す
る)

、
助
成
額
の
増

額
の
2
点
を
踏
ま
え
た
新

た
な
助
成
制
度
の
創
設
を

提
案
し
た
い
。
市
の
見
解

を
伺
う
。建

設
部
長

本
制
度
を
活
用
さ

れ
た
転
入
者
で
す
が
、
平

定
住
促
進
へ
の
支
援

軽部　徹 議員

成
27
年
度
は
45
人
、
平
成

28
年
度
は
91
人
、
平
成
29

年
度
は
１
０
３
人
、
平
成

30
年
度
は
92
人
、
令
和
元

年
度
は
1
月
末
現
在
で
72

人
で
す
。
転
入
者
の
う
ち

子
供
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
14

人
、
40
人
、
40
人
、
41
人
、

29
人
で
す
。

　

ご
提
案
の
市
内
在
住
者

へ
の
助
成
は
、
国
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
補
助

金
の
活
用
は
可
能
と
回
答

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

市
長

現
在
の
助
成
制

度
は
令
和
2
年
度
ま
で
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
桜
川
市
に

必
要
な
制
度
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
議
員
提
案
の
趣

旨
を
理
解
し
、
令
和
3
年

度
以
降
も
上
乗
せ
の
方
向

で
、
議
会
の
皆
さ
ん
と
検

討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

庁
舎
の
活
用
方
針

庁
舎
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、

市
民
活
動
や
文
化
活
動
な

ど
、
市
民
団
体
の
利
用
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ

と
思
う
。

　

現
在
の
ル
ー
ル
や
活
用

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長

空
き
ス
ペ
ー
ス
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
行
政

関
連
の
利
用
に
偏
る
こ
と

な
く
、
市
民
の
文
化
活
動

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
使
用
許
可
に
つ

い
て
の
付
帯
条
件
や
期
間

に
つ
い
て
は
、
庁
舎
ご
と

に
個
別
に
判
断
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
、
統
一
的

な
基
準
に
つ
い
て
、
庁
内

で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て

桜川・筑西IC
周辺地区開発
事業

榎戸和也 議員

令
和
２
年
度
予
算

ま
で
含
め
る
と
、

市
は
こ
の
事
業
に
い
く
ら

の
費
用
を
使
う
こ
と
に
な

る
の
か
。
病
院
建
設
費
と

公
社
の
土
地
取
得
費
を
除

い
た
額
を
示
し
て
ほ
し
い
。

総
合
戦
略
部
長　

水
道
事
業
費
を
含

め
、
約
28
億
円
で
す
。

薬
局
・
歯
科
医
院

を
除
き
、
公
社
が

買
い
入
れ
た
土
地
で
売
れ

た
土
地
は
あ
る
の
か
。

総
合
戦
略
部
長　

市
に
売
っ
た
以
外

で
、
収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
業
施
設
開
発

進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
合
戦
略
部
長　

い
ま
だ
事
業
化
の

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
、
市
と
し
て

は
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
に
何

度
も
事
業
の
早
期
着
手
を

要
望
し
て
き
ま
し
た
。
進

展
が
な
い
中
、
昨
年
末
に

地
権
者
向
け
説
明
会
を
開

き
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
権
者
会
か
ら
、
開
発
に

関
す
る
市
の
方
針
を
明
確

に
す
る
よ
う
要
望
も
あ
り

ま
し
た
。市

長
は
、
年
末
の

説
明
会
で
ど
ん
な

話
を
し
た
の
か
。

総
合
戦
略
部
長

現
在
、
事
業
着
手

が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ

る
の
で
、
今
後
の
対
応
は

関
係
者
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

説
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

猿
田
小
学
校
の
　

先
行
統
合

昨
年
12
月
の
議
会

で
、「
保
護
者
の

方
々
と
協
議
の
上
、
令
和

３
年
度
の
羽
黒
小
へ
の
統

合
が
決
ま
っ
た
」
と
話
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
の
よ

う
な
経
過
で
決
ま
っ
た
の

か
。

教
育
部
長

教
育
委
員
会
を
経

て
、
２
月
26
日
の
総
合
教

育
会
議
で
内
容
を
確
認
し
、

決
定
し
ま
し
た
。

送
迎
車
を
出
す
こ

と
に
な
る
と
思
う

が
、
令
和
３
年
度
の
猿
田

小
区
の
児
童
は
30
人
と
見

込
ま
れ
る
。
ど
の
よ
う
に

児
童
の
足
を
確
保
す
る
の

か
。

教
育
部
長

具
体
的
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
設
置
さ
れ

る
、
統
合
準
備
委
員
会
で

決
定
し
て
い
く
も
の
と
考

え
ま
す
。


